




















私が「 改正」 ではなくて「 改善」 という言葉を
使ったのは、韓国の社会は変化のテンポが速い
んです。日本は卸売市場を開設して55年から60
年建ってから、主に建て直しをするんですけど、
韓国は1989年に初めてソウルの可楽に卸売市場
ができたんですが、現在、開設33年で改築して
いるんですね。
　全州にある中央卸売市場は開設23年、改築が
もうすぐ始まります。
　このスピードの速い卸売市場に「 改正」 のほ
うが言葉として適しているか「 改善」 のほうが
適しているか悩んで「 改善」 という言葉を使い
ました。
　順番を少し変えて、理解を深めるために、韓
国の青果物流通経路について最初に説明しま
す。生産者から消費者のほうが50.8％で、生産
者団体から卸売市場に30％くらい支払っている
んですね。韓国では現在でも30％くらいが青田
買い取りする商品の力がまだ残っています。
　それで、生産者団体といっても、生産者団体
は全て同系でなく て、農協が40％くらい、残り
10％が一般の農業法人です。
　このうち卸売市場が60％くらいになっていま
すが、これは2016年の説明がさっきのもので、
10年前に戻ってみたら、生産者団体の割合が
やっぱり少し増えているんですね。でも産地商
品の力はあまり変わっていません。それは韓国
の卸売市場に関係する、日本と一番違うところ
です。
　韓国の卸売市場は日本の卸売市場の制度をそ
のまま参考にしたんですね。それで問題が発生
したら、すぐ改善したという今までの流れがあ
りますので、このような流れを念頭に置いてい
ただければ、私の説明の理解を深めることがで
きると思います。
　韓国における卸売市場の取引システムについ
て、韓国には49カ所の卸売市場があるのですが、
そのうちの一つだけでこの制度が適用されてい
ますが、現在この制度を全ての卸売市場に適用
しようとしている。
　ソウルの可楽市場も、後で写真で見せますけ
ど、現在は１階の建物で、ほとんどスペースが
ないんですね。それを４階建てに改築していま
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すので、スペースができるんです。
　最初のところに戻ります。
　韓国の流通費用は高い、けれど出荷者の手取
り価格は低いです。それは産地の規模化が、な
かなか進まないことにあります。たとえば農協
の加入についても、日本と比べて合併するス
ピードが遅い。規模化が早くないのです。
　産地にもいろいろな施設が入っていますが、
規模が零細的で、組織があまり強くないことが
一番の問題です。
　それと、卸売り主体間競争不足ということが
一番問題で、法人間の競争力があまりないとい
うことですね。ですので、可楽市場だったら、
卸売市場が６カ所あるんですけど、６つの中で
農協を除いて、５カ所の営業利益率を見たら、
19.9％です。韓国の大手企業より営業利益率が
高いのです。つまり競争をしなくても、安定的
な収益を得ることができる仕組みですね。
　なので、その中に競争原理を入れようという
動きがあります。
　また、韓国の場合は、価格変動率がとても高
いです。例えば2010年にはハクサイ騒ぎがあり
ました。韓国の場合、ハクサイは日本よりよく
食べるものですけど、だいたいハクサイを３ト
ン入れて、 １袋平均5,050ウォンく らいです。
でもこの時は、一晩で54％上がって、その次の
日にはまた35％上がるという、毎日このような
感じです。
　このような変動があることは、やっぱり自然
栽培という言葉があるんですけど、やっぱり産
地商品の力が強いことが一番大きな原因です。
　それと、制度に対しての批判です。これが一
番問題ということで、競り制度は韓国では競り
は90％く らいです。日本では100％ですね。
　それと、消費地のトレンドはすごく変化して
います。消費地も日本だったらイオンのような
施設がたく さんありますが、卸売市場はあまり
変化はありません。
　私は昨日、福岡の卸売市場を視察しました。
今の時期(セミナー開催は7月)の韓国の問題
は、普通の温度で競りをされることですね。韓
国の全ての卸売市場は昔のままなので、壁のな
いところで競りをします。産地でこのシステム
で保管するので卸売市場に出荷したら、商品の
質がぐんと落ちるという批判がすごくあるんで
す。これに追いつかないところが一番の問題で
す。
　それと、一人暮らし世帯が増加して、去年で
あれば27％く らいが一人暮らしです。一人暮ら
し率は日本よりはまだ低いですけど、速度は日
本より上です。それと、昔は、例えば私が子ど
ものときは大きなスイカなら半分く らいは食べ
たのですが、今、そんなに食べることはありま
せん。そのような消費の変化に対応することが、
卸売市場ではできません。
　産地に行ったら、先ほども言ったように、青
田取引が一番問題です。韓国は毎年32品目出し
ても、この流通経路を調査しているんですけど、
この中で10品目は青田取引がはやっているんで
す。ですので、全ての品目で、青田取引が今も
すごく力を持っています。
　特に物価に関係があるものは調味野菜だとか
葉根菜類ですね。毎日食べるものです。青田取
引率は毎年、変動の幅がとても大きいので、卸
売市場に対しての批判が大きくなっています。
　流通経路別で見たら、韓国も大手スーパーと
かコンビニエンスストア、オンライン流通や直
接取引など、結構多様化されてはいますが、全
体的に見たら、卸売市場経路は結構あるとはい
え、日本と違うのは、取引量と金額は、毎年少
しずつ上昇しているんですね。
　これに対して韓国政府は、今までは産地対策
と消費対策だけをやったんですね。しかし中継
の卸売市場がもっと重要ということで、政策の
重点が今、卸売市場に移っているんです。
　品目別に流通経路別の取引率に対しての調査
は、ほとんど今までなかったんです。最近発表
された一人の研究者の研究によると、農産物の
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中で50％く らいは卸売市場を経由していると。
　それと今、韓国で卸売市場が注目されている
ことの一つは、大手スーパーや、またＳＳＭと
いう大手スーパーより少し小さいスーパー、こ
れらがあまりにもそのシェアが高く なってい
て、日本では考えられないと思うんですけど、
それらに対して、月２回の義務休業という法律
ができました。2012年から実施されたんですが、
この法律はヨーロッパでも実施されています。
２回を４回まで増やすべきだという論争も出て
います。これによって、ほとんど注目されてい
なかった在来市場が活性化されて、さらに卸売
市場の営業にも影響があって、卸売市場が注目
されるようになりました。
　それと、大手スーパーが最初にできたときか
ら、産地に直接買い出ししたんですね。産地か
ら見たら、うちの産地は韓国では一番大きな大
手スーパーはイーマートというんですけど、日
本だったらイトーヨーカドーく らいのシェアを
持っているところです。うちの産地はイーマー
トに出荷している産地だということがブランド
になったんです。でもこの経験が10年たってみ
たら、消費者たちが一番好む等級だけを供給要
求するんですね。でもこれは産地から見たら、
本当にいい品物と、質が落ちる品物に対しての
価格保証が十分できない。それによって、少し
ずつ大手スーパーよりも卸売市場に対しての関
心が高まっているのです。
　また、大手スーパーは、毎日セールをやって
います。セールの目玉は農産物です。農産物に
対して頻繁にセールをやるんですけど、それに
対しての促進費用も産地に負担させているんで
すね。それで産地からは大手スーパー離れが加
速しています。
　しかし産地と消費地は大きく変化しつつある
のに対して、卸売市場はこのいろいろな流れに
対して、それほど変化しなかった。それと韓国
の場合は、卸売市場個人と仲買人が零細です。
日本と比べたら、10分の１ぐらいしかありませ
ん。ですので、その人たちがあまりにも出荷能
力とか生産能力がないという批判がありまし
た。
　それと、韓国の場合は今、全ての品目に対し
てパレット出荷するようになっているんですけ
ど、実際、仲買人は、パレットで購入できる仲
買人はほとんどいません。これを見たら、年間
取引金額は仲買人が10％以上です。ですので、
政府の政策と合わない部分があるんですね。
　それと、韓国の場合は取引透明性や機械化が
依然として不足しています。取引価格は公表さ
れますが、それは上場されたものだけで、非上
場の品目の数がもっと多いですね。ですので、
取引の透明性とか機械化は、先進国と比べてま
だ低いところが指摘されています。
　韓国の場合は今、卸売市場は全てで49カ所で、
公営卸売市場は厳しいですけど33カ所。　ここ
を見たら、韓国の卸売市場全てですけど、公営
のところが14カ所、一般のところが２カ所全部、
14カ所が水産までやって、ほかの卸売市場はほ
とんど、農産物中心の卸売市場です。
　この表を見たら、物量と取扱金額は、ほとん
ど毎年超過しています。これだけを見たら、卸
売市場はすごく成長していると思うんですけれ
ども、シェアは落ちているんです。
　ここは今、33カ所の公営卸売市場です。今、
私が住んでいるところは、この真ん中の全州と
いうところですけど、金額を見たら2016年にソ
ウル可楽市場が36.6％。先ほど、一つのところ
だけ取引制度が違うと言ったんですけど、それ
が２番目です。ソウルにある江西卸売市場です。
それが8.6％。中央の市場を見たら、ほとんど
１％、１％以下のところですね。上のほうが中
央卸売市場です。ですので、韓国の場合は、日
本もオーダーしたほうが一番中心というんです
けど。
　普通の取引は、韓国の場合は競りが中心です
けど、韓国の競りが今一番力を入れているのは
定価・ 相対取引といって、日本だったら相対で
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す。それを韓国の場合は、価格を決めて相対す
ることで、全国平均で見たら20％で、可楽は
14％く らいです。でも14％とか20％でも、数字
としては80％は競りで、残りは相対でというよ
うにできるんですけど、実際見たら違うんです
ね。価格の定価・ 相対取引もそうです。明日、
このような価格で、出荷してくれないかと言っ
て、オーケーしたら、統計としてこのようになっ
ているんですね。
　それとここに言ったように、輸入品は全て定
価・ 相対取引です。これは私が卸売市場を評価
するときに、去年と比べて今年、定価・ 相対取
引口数がどのように増えたのかというのが一番
重要です。これが卸売市場を評価するときに、
一番点数が多い、基準が多いところです。です
ので、これもやっぱり今、韓国で論争になって
いる重要な点です。
　卸売市場や中央市場は、韓国の制度が日本か
ら学んで導入したので、ほとんど同じです。こ
れは日本と韓国とアメリカの卸売市場を比較し
て、私が学生に講義するときに使うものです。
　韓国の場合は農安法という法律が卸売市場に
関係する法律で、日本だったら卸売市場法です。
アメリカだったら生鮮農産物法といって、内容
を見たら少し似ているんですけど、やっぱり違
います。
　市場占有率を見たら、日本が世界で一番頑
張っているところで、韓国の場合は全体的に
50％という、これは正式ではなくて、さっき言っ
たように、つい最近、一人の研究者が発表した
ものです。
　委託上場手数料を見ると、韓国の場合は野菜
は７％くらいで、日本と比べれば少し韓国のほ
うが低いです。それは卸売市場を活性化するた
めに、いろいろな政策の中で手数料を下げたこ
とが一番の要因です。
　それと、日本は現在、競りをやるときに、ほ
とんど指とか札を使っているんですけど、韓国
の場合は、後で写真をお見せしますが、電子競
りです。電子競りによって手数料を下げること
になりました。
　最初に説明したように、２番目のソウルの可
楽市場、その下の8.6％を占めている江西市場
だけ、ソウルの一つの市場だけ、今、この制度
が導入されていて、ほかのところは全部このよ
うに、上のところです。
　やっぱり単純に比べたら、取扱金額は10分の
１く らいです。でもこの中で、収集主体を見た
ら、韓国の場合は仲買人は産地で収集すること
ができません。それで、この卸売市場法人と競
争させるために、この制度を全ての市場に導入
しようとしています。これが韓国で今、一番論
点になっているところです。
　先ほど、韓国は卸売市場に対しての法律は農
安法だと言ったんですけど、これは「 農水産物
流通および価格安定に関する法律」の略称です。
この内容を見たら、ほとんどが卸売市場に関係
するものです。
　ここに農安法の改定ですけど、先ほど、日本
は競りをなく したということを知ったんですけ
ど、韓国の場合は、相対取引が2012年度に正式
に導入されました。でも今でもやっぱり相対取
引のシェアは低いです。
　この相対取引を導入して、その次が市場卸売
制度を活性化するために、生産者組織をつく ろ
うとしているんですけど、そうすうると流通費
用がもっとかかるという主張があるんですね。
それに対しても、やっぱり企業が大きくもめて
いるんです。
　韓国の取引制度に関する全ての問題が今大き
く動き始めています。韓国の卸売市場の現場を
見たら、韓国は今でもスイカが結構中心で、私
がこの写真を上げたことは、韓国は42品目に対
して、大学と研究者と現場と一緒に何かをやり
ましょうという動きがあるんですが、私は韓国
のスイカの協議会の班長をやっていて、それに
関連して産地を回りながら市場まで行くことが
しばしばあります。
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　今、これが今までのソウル可楽卸売市場です。
卸売市場で、これは農協のプランドといって、
全部に卸売市場法人がいるんです。
　このようなことですので、やっぱり入ったら、
競りが終わるまで本当に動く こともできませ
ん。このことで今、改築しています。
　先に、これが卸売市場の規模です。韓国の卸
売市場と日本の卸売市場の一番近いところは、
卸売市場の中に小売りさんが入っているところ
です。これが一番近いところです。この中にも、
小売りさんが全部並んでいるのです。それを全
部まとめて今こっちに、一つの建物が今年完成
して、卸売りの場所を４段階に分けて、推進し
ているんです。それの一つが1000個の店舗を全
部ここに入れました。
　この入れた中には、畜産も水産も、全部入っ
ているんですね。このように可楽市場内に参加
しているジャパン商品というんですけど、その
商品も全部移転させて、卸売り中心の卸売市場
をつくろうとしています。
　では、今、一番中心の可楽市場を建て替えよ
うとしているんですけど、地方市場も同じです。
それで今、一番早めにできたことは、このよう
に天安から始まったんですけど、だいたい今の
速度で見たら３年に２カ所ぐらい選定して、国
の補助が50％で、地方の予算が50％入って、今、
改築しようとしています。この改築していたら、
そのスペースを導入しようとしています。
　私が住んでいるところですけど、卸売市場の
周りは全部、高層ビルになっています。でもそ
れはソウルだけじゃなく 、地方市場も同じです。
地方市場も、周りは全部高層ビルです。ですの
で、韓国の場合は、やっぱりごみとか臭いとか
渋滞とかがあっても移転することができないん
です。それで全ての卸売市場が、今のところに
再築することになっています。
　韓国の場合は、今、このように電子競りをし
ています。ここは今、電子競りのジャガイモで
すけど、電子競りをやって、誰が、何番が幾ら
で押したか、全てこのように表示されるんです
ね。それによって手数料が下がるようになりま
した。
　それと全ての卸売市場から、このように小売
商品がまだ並んでいます。ソウルではこれを全
部、一か所に集めて、ソウル可楽市場のように、
地方市場も全部改善しようとしています。
　全てのところが電子競りで、誰が出荷者か、
野菜の等級、数量、単価、誰が落札したかとい
うことが表示されるようになっています。
　ですので、一番大きな論争の一つは、やっぱ
り市場卸売人制度を導入しようというもので
す。現在は一か所ですけど、49カ所ではなく て
33カ所の公営卸売市場に導入しようとしていま
す。この市場卸売人制度を導入したら、基本的
にこれは、相対取引を進めるんです。やっぱり
今までは競り制度が中心ですので、価格の変動
幅が大きかったということが問題です。ですの
で、産地と消費地との間で相対取引するように
しているんですけど、実際、ソウルの江西卸売
市場を見ても、実際、政府が期待するような実
績は上がっていません。
　出荷の中で共同清算の割合がだいたい20％く
らいです。ですので、本当の組織化はまだでき
ていないことが、出荷だったりとか、市場利用
者たちの立場です。
　その市場卸売人制度を導入したら、必ず問題
になるのが生産組織です。この組織を導入した
ら、一番今、卸売市場に対しての取引制度の改
善の目的は、費用を低く抑えることですけど、
これの導入によって、もっと費用がかからなく
なり、結局的には出荷者が負担する部分ではな
いかという批判ですね、これに対しての論争が
あります。
　それと、基本的な上場例外品目が拡大してい
ます。それを表で見たら、必ず上場しなければ
ならない品目は52品目で、上場例外品目の場合
は、それよりも増えているんですね。
　でも市場関係者たちは、これをもっと伸ばし
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たいということで、このように動いているんで
すね。これに対しての論争も結構激しいです。
　それと中央市場をめぐる問題ですけど、やっ
ぱり中央市場は本当に営業ができないところが
たく さん出ています。しかし、全ての卸売市場
に対しても、農安法として、同じ、卸売市場と
中央卸売市場は同じ法律が適用されていますの
で、中央市場が何かやろうとしてもできないこ
とです。
　やっぱり韓国で今、論争になっているのは、
卸売市場の現代化に際して、市場卸売人制度を
導入しようとしているのが、一番大きな問題で
す。
以上で私の発表を終わらせていただきます。
ありがとうございました。
（ 講演Ⅲ： 終了）
質疑応答
○司会　宋先生、ありがとうございました。そ
れでは質疑応答に入りたいと思います。
○会場１　私は九州沖縄農業研究センターのマ
スダと申します。宋先生、どうもありがとうご
ざいます。
　今日の講演の中で、青田買いというお話が
あったんですけど、これは例えば昔、日本でも
あったような、最初に栽培されている土壌で、
これくらいの収量が見込めるので、これだけの
お金というような取引をするということです
か。
○宋　例えばスイカだったら、修正するでしょ
う。修正してから12日か50日の間、収穫するん
ですね。でもだいたい修正して20日たったとき
に、その畑、ビニールハウスで幾ら、そのよう
に契約して、後でその商品を先に出荷するんで
す。その割合が30％く らいです。畑全部、買っ
ちゃうんです。
　その一番の問題は、やっぱり生産者は売った
ら管理をきちっとしないです。その後は商品責
任です。生産者の責任。ですので、ある面では
質が落ちるとか、いろいろな問題があります。
　でも今年は、今はすごく暑いですけど、10日
前だから、あんまり気温が低くて、今年、韓国
の場合は、春には冷害が多かったんです。普通
のときよりスイカの消費量が30％落ちました。
でも去年の冬に、今年の夏はすごく暑いという
予報が出たんです。なので、春に青田買いが入っ
て、スイカだったらすごく高い値段で買ったん
です。
　でも実際は消費が落ちてしまって、ほとんど
口契約でやるんですけど、前払いで50％く らい
払うんですよね。後で残りを持っていく ときに、
価格が下落したら、その契約が破れることにな
るんです。それが青田商品というものです。
　それにもかかわらず、30％く らいあるんです。
○司会　ほかにいかがでしょうか。
○会場２　中村学園の甲斐ですけど、電子取引
といいますか、 iPad の取引、非常に日本と韓
国の大きな違いだろうと思います。そのメリッ
トとか、また、昨日、見ておられたんですけど、
日本へのコメントとかはないでしょうか。
○宋　やっぱりこの電子取引制度を導入したこ
とは、競りですね。私も2000年に６カ月、卸売
市場での取引経験があるんですけど、その時
やっぱり、仲買人の力が強くて、産地のほうは
弱かったんです。ですので、仲買人同士の田ん
ぼで、価格の調整ができたんです。
　昔はそれを手でやったんですけど、ここに手
袋をかけて、手でやるんですけど、その時、こ
の上をぱっと見たら、もっと高い値をやる人が
いるんですけど、競り人がそれを見ないように
して、２番目の価格でやることがあるんです。
それに対して、テレビ番組でドキュメンタリー
があって、大きな問題になったんです。でも実
際に調査してみたら、本当にあのようなことが
たく さんあったんです。それでもっと公正な取
引ができるようにするために、これを導入した
んです。
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○会場２　今のは移動式の部分と、大きな画面
とが連動しているということですか。
○宋　連動しています。
○会場２　それが終わったときには、もう経理
も終わっているわけでしょう。
○宋　これをやったらすぐ、出荷者のところに
請求がいくようになっています。ここに出ると
同時に振り込みが。
○会場２　会計も終わってしまう。
○宋　はい。
○司会　ほかにも質問があるかと思いますけれ
ども、時間も差し迫っておりますので、これに
て宋先生の講演を終了させていただきます。
　宋先生ありがとうございました。
（ 終了）
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